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－小学校におけるデジタル教科書の活用実態－
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東京福祉大学保育児童学部（伊勢崎キャンパス）
〒372-0831 群馬県伊勢崎市山王町2020-1
（2018年6月29日受付、2019年2月14日受理）
抄録：デジタル機器、電子黒板、デジタル教科書の導入は、楽しくわかりやすい授業を促進させる道具といわれている。
PISAの調査での思考ツールが導入された影響もあり、指導用デジタル教材ばかりでなく、学習者用のデジタル教材も開発さ
れつつある。子ども達が当たり前に使いこなす思考ツールとなることが期待されている。わかる授業の一層の推進に向けて、
指導者用デジタル教科書を既に10年ほど使用してきた甲府市の小学校の実態調査などの結果、教員や児童の授業及び学習
に対する意識等についてその効果が出現し、デジタル教科書の活用が児童の学習意欲の向上、思考力の育成、教員の教材作
成時間の短縮等につながるという分析結果を得ることができた。
（別刷請求先：望月之美）
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緒言
学習指導要領が実施される2020年度から「デジタル教
科書」は紙の教科書と併用する形で導入されることが文部
科学省から公表された。また、全国学力学習状況調査の結
果から、小学校では、文における主語を捉えることや、文の
構成を理解したり表現の工夫を捉えたりすること、目的に
応じて文章を要約したり複数の情報を関連づけて理解を
することが課題とされている。これらの課題を踏まえて
①「知識・技能」②「思考力・判断力・表現力等」③「学びに
向かう力・人間性等」の資質・能力が位置づけられた。さ
らに、喫緊の課題として「情報活用能力」の育成・改善・充
実のイメージなども位置づけられた。特に国語科に課せら
れた内容は「様々なメディアによって表現された情報を理
解したり、様々なメディアを用いて表現するために信頼性・
妥当性なども含め、情報を多面的・多角的に吟味したり多
様なメディアの特徴や効果を理解して活用したりするため
に必要な力を育成すること。」「出典を明示するなど、情報
を引用する際に必要なきまり等を理解して守ること。」
「ローマ字学習と情報機器の基本的な操作に関する学習と
関連付けて実施すること。」「アクティブ・ラーニングの視
点に立った学習活動において ICTを効果的に活用した学習
が行われるようにすること。必要に応じ、検索や発表資料
の作成など、情報収集や情報発信の手段として ICTを活用
する機会を設けること。」が示された。
本研究が対象とする甲府市の小学校ではすでに、デジタ
ル教科書導入されて10年以上経過している。ICTの効果
的な活用が学習者の国語の能力にどのように働きかけ、
それを教師はどのように捉えているのかを調査し、さらに
幅広い学力の向上に向けて ICT（デジタル教科書を含むす
べてのコンテンツ）を活用した検証授業を通した学力の向
上を検証する必要があると考えた。
1．研究対象と方法
（1）研究の目的
研究協力校の教員、児童の意識調査から主にデジタル
教科書の便宜性や有効性を明らかにし、デジタル教科書を
活用した検証授業により①「知識・技能」②「思考力・判断力・
表現力等」③「学びに向かう力・人間性等」への教育効果を
検証する。
（2）研究の方法
デジタル教科書は、デジタル機器や情報端末向けの教材
のうち、既存の教科書の内容と、それを閲覧するためのソフ
トウェアに加え、編集、移動、追加、削除などの基本機能を
備える補助教材であり、主に教員が電子黒板等により子ど
も達に提示して指導するためのデジタル教科書（以下「指導
者用デジタル教科書」という。）と、主に子ども達が個々の情
報端末で学習するためのデジタル教科書（以下「学習者用デ
ジタル教科書」という。）に分けられる。それらのどの機能
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が多く使われているのかについて、国語科のデジタル教科
書の機能と活用方法について分析し、それぞれについて
教師の意図と学習者の意識調査を行った。また、それらの
機能がいかに学習者の①「知識・技能」②「思考力・判断力・
表現力等」③「学びに向かう力・人間性等」に作用するのか
について、検証授業によって以下を明らかにした。
①  現行のデジタル教科書4社（光村図書出版株式会社・教
育出版株式会社・東京書籍株式会社・学校図書株式会社）
の機能と活用方法を分類
②  「指導者用デジタル教科書」に関しての、教師の意識調
査・学習者の意識調査
③  「学習者用のデジタル教科書」に関しての教師の意識調
査と学習者への試験的な提示による反応
④  デジタル教科書の機能と活用方法も用いた「学力向上
（主に、思考力・表現力・知識・理解）についての教育効
果を検証する授業の実施
2．研究内容
（1）デジタル教科書の意義と活用方法
①デジタル教科書の意義
デジタル教科書は、教師用の電子黒板としての、教科書内
容のままのものに、編集・移動・削除・書き込みなどのでき
るものと、子どもたちが個々の情報端末で学習するデジタル
教材としての教科書に分けられる。甲府市は既に、平成23
年度版の教科書から指導者用デジタル教科書が各学校に設
置され、国語科ばかりでなく、算数科、理科、社会科、書写、地
図帳、家庭科、英語活動などが当たり前に使える環境が整っ
ている。ここでは、国語科のデジタル教科書のみを研究対象
とする。また学習者用デジタル教科書に関しては、導入され
ていないので、試作（拙者作）のものを使用することとする。
②デジタル教科書の機能（表1）
おおよそ、どこの会社もこのような構成で、指導者用デ
ジタル教科書は構成されている。機能や活用方法を熟知し
て使用すれば効果があがり、例えば説明的文章教材などの
本文と、図表の効果などを比較しながら学習するような場
面での、「どんな力をつけたいか」が明確になっている授業
の中での使用効果は期待できるものがある。
（2） 教員・児童の意識調査によるデジタル教科の有効性 
（表2、図1）
一方、これらのデジタル教科書が配置されている市内の
小学校教員がどのような使用方法をしているかということ
について約500人の教師に対して質問紙法で指導者用デジ
タル教科書の機能や活用方法を熟知して使用しているかど
うかについて年代別に調査した。「画面で見せる」活用方法
がどの世代にも多く、本文の読みや書き込み、また朗読の活
用が最も多く、次いで漢字の書き順を含む「書く・動かす」
のジャンルでの使用となっていた。
全体的に学習歴の教材としての活用（学習中に書き込ん
だノートやマッピングなどの活用）は一部の教師によって
しか行われていなかった。（辻 , 2014）によれば、PISAの
調査における、「文の関係や意味を理解する『統合・解釈』は
7位、知識や経験と関連させて判断する『熟考・評価』は9位
という結果から日本の子ども達は思考が受動的で情報を取
るだけで、それを元に考え、自分の考えを論理的に組み立て
表1． デジタル教科書の機能のうち実際に調査対象にした
小学校での活用機能
画面で見せる 
活用方法
本文表示
本文拡大スクロール
挿絵の拡大
図表の拡大
二つの画面の並列表示
リフロー機能と白黒反転
総ルビ表示
インタラクティブ 
コンテンツを用いる 
活用法
挿絵の移動
新出漢字などのアニメーション
映像資料の活用（本文に関連）
音声による朗読
スキルのための映像資料
辞書引きなどのアニメーション
教科書の内容や 
児童の学習歴を 
教材として活用する 
方法
挿絵の吹き出し・書き込み機能
本文への書き込み・線引き
学習用語のスタンプ機能
付録のワーク（印刷可）
グループカ ドー作成
マッピング作成
表2． 指導者用デジタル教科書の効用×指導者用デジタル
教科書使用頻度（％）
指導者のデジタル教科書への感想
毎日 
使用
週に 
2～3回
月に 
5回以内
ほとんど
使わない
①図表、写真、音声、動画が便利 91.4 87.7 85.1 73.9
②子どもの集中力の向上 47.3 29.6 19.3 15.9
③費用や担当教師の手間がかかる 48.2 43.0 51.6 59.3
④ インターネット接続のトラブルが
ある
38.0 34.4 26.1 39.7
⑤子ども達の反応が豊かになる 37.6 26.3 16.1 12.6
⑥ 提示装置として板書などの手間
が省ける
31.4 25.3 21.7 19.1
⑦ アニメーションなどのインタラク
ティブコンテンツの使用が便利
27.3 20.4 13.0 8.9
⑧ コミュニケーションツールとして
学習結果が生かせる
7.3 3.5 3.2 3.2
⑨ 学習成果をデータで蓄積して次
の授業にいかすことができる
12.0 7.0 3.9 3.8
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られない」と指摘している。この部分を乗り越えるための
「思考力・判断力・表現力等」の育成に指導者用デジタル教
科書を使用する教師は非常に少ないということが読みとれ
る。自由記述を読むと「子ども達が興味関心を持ちやすい」
「漢字や語彙などの学習を、隙間の時間に学習リーダーの
子どもを中心に行わせることが容易である」「図表、写真、
映像資料、音声など、紙の教科書にはない表現が簡単に
使える」「子ども達の視線が集まり集中力が増す」などの
メリットを挙げている。
前記の指導者用デジタル教科書を使用している教員のも
とで学習している子ども達への質問紙調査も行ってみた。
子ども達の反応としては図2のようになった。
これらは、教師が使用しているのと類似の項目で関連づ
いている。例えば挿絵や図表や動画などを使用するインタ
ラクティブコンテンツの使用が行われていることと、学習
者の「挿絵や図表の効果がわかる」の割合が高いことと関
図1．年代別デジタル教科書の使用ジャンル
 
図2．学習者のデジタル教科書使用に関する評価
98
望月
連づいている。これは、同時に一人ひとりの教師の授業構
造とどの場面での使用が子ども達にどんな影響を与えたか
という観点での検証が必要であるということを示唆してい
る。また、検証途中ではあるが、単元のテストで、高得点の
学習者は、「わかる・たのしい」と回答している率が低く、
低得点の学習者は「わかる・たのしい」と回答している率が
高いという傾向も見られた。これは「熟考・評価」ができる
層には紙ベースの教科書などの方が受け入れられていると
いう可能性を示していた。指導者用デジタル教科書が提示
装置として認知されているのは、「伝え合いや話し合いがよ
くできる。」「自分の意見が言いやすい」などの層に属する
回答を寄せた子ども達への追加のインタビューなどから
伺えた。
（3）デジタル教科書活用の検証授業
検証授業を行う前に、デジタル教科書という名称のせい
か、全く紙の教科書と同じと考え、その効果を考えること
なく、まず大型モニターのスイッチを入れ、学習しようと
している単元の本文をモニターに映し出したまま一時間
全くそれに触れずに授業をする教師というのを見かけるこ
とが多々あった。単元の目標・ねらいを達成するために、
デジタル教科書の活用機能や方法を熟知して活用するこ
との研究やその必要性を考える教師は少ない。そこで、今
回は説明的文章教材を用いて、（犬塚 , 2009）の文章理解方
略の3因子モデル図3を用いて、読解方略の深浅とデジタ
ル教科書の使用場面の設定を念頭においての検証授業と
した。
①学力向上を目指した活用
「アップとルーズで伝える」（光村図書4年下）
目標（段落どうしの関係をとらえ説明のしかたについて
考えよう）
ⅰ  本文の必要な箇所を拡大し、書き込みや色分け機能を
用いて読みとりの促進を図る。
ⅱ  写真を本文の記述と照応させて見る。また写真を拡
大表示させて、アップとルーズから読み取れること、
読み取れないことの意味を照応させる。
ⅲ  この場合だけでなく、他の例も表示し、確認を行うこ
とができる。
　ⅱとⅲの活動を共同で注視したことにより、理解の
遅進傾向の学習者も理解が促進された。
ⅳ  熟考事項（アクティブラーニングの後の文章の記述）
　　A ：わかりやすい説明の仕方をノートにまとめる。
　　B ：番組や記事を作った人の意図を考える。
　　C ：言葉で変わる写真の印象を読む。
これらの活動の前の音読と新出漢字の学習については朝
の学習の時間に指導者用デジタル教科書を用いて行ってい
る。この単元の指導経過を表にすると表3のようになる。
文章と写真の関係や写真独自に表していることをつか
む学習では有効にデジタル教科書の使用が働いていたが、
理解深化方略の部分ではデジタル教科書の使用が有効で
あるとは言えなかった。また教科書への書き込みについ
ては、保存してプリントアウトしたものを教室に掲示して
おいたが、個々の学習者の教科書に同じレベルで書き込み
が行われた状態にはならなかった。38人の児童の中から、
図3．文章理解方略の3因子モデル
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任意の抽出学習者（3名）へのインタビューを試みたとこ
ろ、理解度の低いA学習者と理解度の高いC学習者がイン
タビューによって「意味がない」と答えている。これは
デジタルコンテンツへの書き込みがいろいろな線種と
様々な色彩によることでA学習者には理解ができず、C学
習者には紙ベースの教科書への自分なりの書き込みや
視覚的にすぐわかる段落の構成などの示し方が内容理解
にはよりつながっているということになっていることを
示していた。
そこで、このA，B，Cの三名に教師が用意したタブレット
端末に、その日に行う教材やコンテンツを入れて持たせ、
「葡萄の加工品」という自作教材を作成し、全4時間でデジ
タル教科書を導入した授業を行ってみた。（図4）
その中で、一番効果的な学習をしたのはAで、端末の使
い方がよくわからない、自分の読み取りに自信がないとい
うことで、周囲の友だちとのコミュニケーションをとりな
がら学習したことにより、理解深化が図れていた。つまり、
学習者用のデジタル教科書の操作に対する習熟による思考
活動への影響があるということ、また操作の習熟が図れて
いない場合に一人で行わずにタブレット端末を挟んで周囲
の子ども同士のインタラクションが「思考・判断」に影響
を及ぼしている可能性が出現したということだ。
どのくらいあるのかという観点で以下のように追実験を
行ってみた。小学生には、習熟している者が少なかったの
で、大学生に協力してもらい、タブレット端末を、利益相反
の影響が及ばない範囲のレンタルによって行ってみた。
②追実験　　学習者用のデジタル教材の検証
•  タブレット端末の操作が思考活動にどのような影響を
及ぼすか。
（1）方法
1） 教育学部1年生に「姿をかえるぶどう」の教材文を
タブレット端末で読ませる群と、紙に印刷したもので
読ませる群について、それぞれ気づいたことを記述さ
せて分析した。
2） 説明的文章教材の読みの「説明行為の進行」「説明文の
構造に関する理解」について、操作に慣れた群と慣れ
図4．学習者デジタル教科書用自作教材
表3．デジタル教科書を使用した単元の指導過程
理解補償
方略
1 教材文を読み筆者の説明の仕
方に興味を持つ 画面で提示して見
せる活用方法
2 言葉や事柄についての説明の
仕方を学習する
内容理解
方略
3 文章の組み立てについて線や
矢印を入れながら読む インタラクティブ
コンテンツの活用
方法
4 文章と写真の関係をつかむ
5「アップとルーズ」で伝えられる
ことと、伝えられないことを知る
理解深化
方略
6 教材文の説明の工夫をノ トー
にまとめる
教科書の内容を
加工し子ども達の
学習教材として
保存・出力資料と
して活用する方法
7
他の例を見つけ、得た知識の
再構築をする
8「言葉で伝わる写真の印象」を
読みまとめる
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てない群の比較分析を行った。尚、操作に慣れている
群と操作に慣れていない群については表4のタブレッ
ト端末の操作を「よくしている」群と「全くしていない」
群から抽出した40名ずつを被験者にして行った。
（2）結果
大学生被験者数がそれぞれ40名であったが、①誤字に
気づけたか②説明行為の進行の定型に気づけたか③表示
順序の違和感をつかめたか④表示内容の工夫に気づけた
か⑤挿絵への違和感をつかめたかについてタブレット端
末で教材を読んだ群と紙で教材を読んだ群に分けて調査
をしたところ以下のような結果になった。
図5のグラフは、学生全体が何に注視したかを表したも
のである。教材の中に含まれた問題点については、誤字に
気づいている数が多い。さらにその数は紙の教材を使用
した学生群のほうが多い。
説明行為の進行などに関する気づきは全体に少ない。
しかし、明らかに紙で示した群の方が教材文の中の問題に
気づいていることがわかる。
また、タブレット端末の群について、操作に習熟してい
る群とそうでない群の比較をしてみたところ、図6のよう
な結果になった。これは、操作への習熟が思考活動を深く
バランスよく促すことを示している。現在学習者用の
デジタル教科書が開発されつつある。既に2社が市販し
ているが、思考活動を促進し、思考ツールとしての役割を
果たすためには提示用の指導者用デジタル教科書とは別
の配慮が必要だと言える。
3．研究のまとめ
（1）結果
本研究で得られ知見を以下に列挙する。
・ 教員の経験年数に関わらず、学習過程のどこにデジタル
教科書を使用することが有効であるかなどについて工夫
したりする教師がまだ少ない。
・ 端末機器の不具合やコンテンツに含まれるツールの
多様さにより「使いこなせない」ことによる限定した使
用（漢字学習や音読など）にとどまっている教師が多い。
・ 学習者の意識にしても、理解補償方略の部分では「たの
しい」「よくわかる」などに回答しているが、深く考えた
り自分の意見に根拠をもって述べたりする場面では、
「とても役にたつ」と考えるには至っていない。学習者
の国語科の学力差によりツールが盛りだくさんである
表4．タブレット使用に関する学生の分類
大学1年生（N＝103）
よくして
いる
時々して
いる
あまりし
ていない
全然して
いない
無回答
家でPCやタブレット
を使う（学習に）
11.40% 15.90% 26.40% 45.30% 0.90%
家でPCやタブレット
を使う（ゲームに）
36.60% 23.40% 14.40% 24.30% 1.20%
大学でやタブレットを
使う
 2.70%  6.90% 13.20% 76.90% 0.30%
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図5．タブレット端末と紙で示した教材の注視の差異（％）
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図6．操作の習熟度が及ぼす思考の深浅
ことが思考活動を促したり、促さなかったりすることも
わかった。
・ 画面の共同注視によりわかった気持ちになってしまう
学習者もいて、思考判断の場面では有効に働かないケー
スが多い。
・ まだ、教師への指導者用デジタル教科書の使用の周知
徹底ができてないせいか、話し合い活動の映像や漢字や
言語事項に関するインタラクティブコンテンツの使い方
にとどまるケースが多く、デジタル教科書の使用が
「国語科の課題（①「知識・技能」②「思考力・判断力・
表現力等」③「学びに向かう力・人間性等」」）を乗り越え
るツールにはなりえてない。
・ 学習者用デジタル教科書の個人端末にしても、「思考・
判断」「表現」などに向かう補助ツールになるにはまだ
課題がある。
・ 一部の指導者用デジタル教科書の使用に習熟している層
にはバリエーションのある授業の展開イメージを誘発し
子ども達の学習を豊かにするために、何をどこでどのよ
うに使うかなどは理解されている。
（2）今後の課題
例えば「わかりやすい発表のしかた」について、動画を見て
声の大きさや視線の向け方、さらには非言語コミュニケー
ションの仕方などを学ぶのは有効的であるし、指導者用
デジタル教科書のように、学習者の実態に合わせて、加工した
教材を担任の教師が作っていくなどについては有効である。
しかし、紙の教科書で、閉じたり開いたりの時には、抜き
刷りを利用したりと工夫して提示してきたように、デジタ
ル教材も万能なものではなく、また教師の指導を省くもの
でもなく、授業の中に取り入れる場面とそうでない場面の
ように、学習者の国語科としての学びを伸ばすために、
工夫が必要である。
さらに、学習過程に位置づけての有効性の検証や、また
大学での教育方法論などの中に、操作やその有効性を位置
づけ学ぶ機会が必要である。
デジタル教科書は学習者の興味関心を引くと教師が考
え、確かに学習者も楽しいと感じている。文章と図表の連
動や、関連する動画の活用などが有効であるので、教員の
経験年数に関わらず、どこにデジタル教科書を使用するこ
とが有効であるかなどについて研究したり工夫したりする
学習の機会を多く設けることが必須だ。
また、端末機器の不具合やコンテンツに含まれるツール
の多様さにより「使いこなせない」からと限定した使用
（漢字学習や音読など）にとどまっている教師もいることも
明らかになり、使用環境の整備も大切ということになる。
学習者の意識にしても、理解補償方略の部分では「たの
しい」「よくわかる」などに回答しているが、深く考えたり
自分の意見に根拠をもって述べたりする場面では、「とても
役にたつ」と考えるには至っていない。また学習者の国語
力の違いによりツールが盛りだくさんであることが思考活
動を促したり、促さなかったりすることもわかった。
共同注視によりわかった気持ちになってしまう学習者も
いて、そのためにはやはり個々に端末を持たせて、それが自
由に使いこなせる能力も求められる。さらに、望月（2001）
は、小学校一年生のパソコン活用に関しての実践のまとめ
の中で、「一台の機器を二人で操作することの効用」を述べ
ているが、自分に分かったことと、それを使った判断をする
場面においては、デジタル教科書の一斉使用であっても、
個々の端末であっても周囲の友や教材としてのデジタル
教科書や自分のノートなどとのインタラクションの世界が
補償されることが重要である。それらを学習過程の中に有
効に位置づける意識も大切である。
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望月
私が現在教員養成をしている学生達には「教育方法論」
に於いて、ICT教育の方法と課題について外部講師による
講義を設定している。それは操作に関するものではなく、
教育効果に関して、すべきことと、する必要のないことを
考えて有効活用し、子ども達の能力を伸ばすことへとつな
げる授業である。時代の寵児のように ICTが取り扱われる
のではなく、少なくても教師は、有効活用の場と設定を深く
考える必要がある。
また、授業時数の工夫などの観点から、学習者の始業前
の活動や雨の日の休み時間などに、読みの学習や、漢字・
語彙の学習に自由に使えるような環境を整え、グローバル
化した教育現場での日本語教育の一助にする方策なども
工夫の余地がある。
学力学習状況調査の結果やPISAの結果などに対応して
ICT教育を考える時、国語科に課せられた「情報を多面的・
多角的に吟味したり多様なメディアの特徴や効果を理解し
て活用したりするために必要な力を育成すること。」「出典
を明示するなど、情報を引用する際に必要なきまり等を
理解して守ること。」「ローマ字学習と情報機器の基本的な
操作に関する学習と関連付けて実施すること。」「アクティ
ブ・ラーニングの視点に立った学習活動において ICTを
効果的に活用した学習が行われるようにすること。必要に
応じ、検索や発表資料の作成など、情報収集や情報発信の
手段として ICTを活用する機会を設けること。」これらの
4つは非常に重い。これらは、現行の学習指導要領のよう
に、段階的系統的に配列することによって培われる力だと
宣言できない側面をもっている。要約する力やクリティカ
ルに考える力を持たずには成し遂げられない。デジタル
教科書の可能性、それを使いこなす学習者の力へのまなざ
しを持った「教師の研修や活用の機会」を増やし、「思考判
断」に裏付けられた表現力を ICT教育の中核に置くべきで
ある。
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Abstract : It is said that digital devices, electronic blackboards, and digital textbooks are tools that promote fun and 
easy-to-understand lessons. Influenced by the introduction of a thinking tool by the Programme for International Student 
Assessment (PISA), digital teaching materials are being developed not only for teachers but also for students. These 
materials are expected to become thinking tools that children can use routinely. This study assesses the state of elementary 
schools in Kofu City, where teachers have been using digital textbooks to promote better understanding of lessons. The 
results indicate that there is an effect on factors such as student and teacher attitudes toward lessons and learning, and that 
the usage of digital textbooks has led to increased motivation to learn among children, greater development of thinking 
ability, and shortened teacher preparation time, among other outcomes.
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